
第 1 回 JICA 環境社会配慮ガイドラインの改定に関する諮問委員会 
議事次第

１. 日時： 2020 年 8 月 4 日（火）14:00-17:00

２. 場所： JICA 本部 113 会議室 および オンライン（Microsoft Teams）

３. 議題：

(1) 挨拶

(2) 委員ご紹介

(3) 委員会の運営について

・座長の決定

・諮問委員会運営要領（案）

・諮問委員会の今後の議題（案）

（休憩・換気） 

(4) JICA事業に関するご説明

(5) 環境社会配慮ガイドラインに関するご説明 （休憩・換気をはさむ）

(6) その他

４. 配布資料：

(1) 議事次第

(2) 当日説明用資料

(3) 諮問委員名簿

(4) 諮問委員会運営要領（案）

(5) 諮問委員会日程表（案）

以 上



環境社会配慮ガイドラインの
改定に関する諮問委員会

第一回会合

2020年8月4日

独立行政法人 国際協力機構



本日の議題

1. 委員の紹介

2. 諮問委員会の運営（案）について
① 座長の決定

② 諮問委員会運営要領（案）

③ 諮問委員会の今後の議題（案）

3. JICA事業に関する説明

4. JICA環境社会配慮ガイドラインに関する説明

5. その他
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１．委員の紹介
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（敬称略、50音順）



１．委員の紹介
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２－②．諮問委員会運営要領（案）

1. 目的
– 2010年に策定されたJICA環境社会配慮ガイドライン及び異議申立手続要綱の改定検討にあたり、必要な助言を行うこと

を目的とする。

2. 活動内容
– 以下の事項について、必要な助言を行う。

– JICA環境社会配慮ガイドライン及び異議申立手続要綱の実施状況を踏まえつつ、改定すべき項目の検討

– JICA環境社会配慮ガイドライン及び異議申立手続要綱の改定案に係る検討

– その他理事長が諮問する事項

3. 構成
– JICA環境社会配慮ガイドラインに関する見識を有する学識経験者、NGO、経済団体（または企業）、政府関係者からの委

員により構成する。委員会のメンバーは別紙のとおりとする。各委員は、その所属組織を代表するものではない。

– 委員会には座長を一名置く。座長は会議を主宰し、議事を整理する。会議進行等は事務局が補佐する。座長がその職務
を遂行できない場合は、あらかじめ座長が指名する座長代理が、その職務を代行する。

4. 運営
– 委員会の会合は、委員会の設置期間内に月次を目途に開催するものとする。具体的な日程は、委員会において随時決定

する。

– 委員会の議題は、委員会の前に事務局が提案し、委員からコメントを得て座長が決定する。

5. 議事録及び情報公開
– 委員会は公開し、傍聴者は事前登録の上、参加を認める（委員の発言を優先するが、座長の判断で傍聴者の発言も認め

る）。

– 委員会の会合は原則として公開で行うが、座長が認める場合は一部を非公開にすることができる。本委員会の議事録及
び配付資料は、公開が不適当と座長が認めるものを除きJICAのウェブサイトで公開する。

6. 事務局
– 委員会の事務・庶務は、JICAが行う。

4



２－③．諮問委員会の今後の議題（案）

議題の案 委員からご意見をいただきたい点

１ JICA事業の説明、環境社会配慮ガイ
ドラインの説明

―

２ 環境社会配慮ガイドラインレビュー
調査結果と抽出された論点、包括的
検討の結果の説明及び議論

• レビュー調査を踏まえた論点の
整理について

３ 包括的検討の助言を踏まえたガイド
ラインの改定に係る方針案の説明
及び議論
ガイドライン改定案の説明及び議論

• 改定に係る方針について
• 改定案について

４ 異議申立手続要綱 • 見直しの手順について
• 課題／論点について
• 改定案について

５ 環境社会配慮ガイドライン及び異議
申立手続要綱の最終案の説明

• 最終案について
5

以下、事務局からご提案する議題
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ODA とJICA
• 日本は、1954年にコロンボ・プラン※ 1 に加盟して以来、「国際社会の平和

と安定及び繁栄の確保により一層積極的に貢献すること※ 2」を目的に、
政府開発援助（ODA：Official Development Assistance）として、開発途上
国に資金的・技術的な協力を実施してきました。

• JICA はODA のうち、国際機関への資金の拠出を除く、二国間援助の3つ
の手法、「技術協力」「有償資金協力」「無償資金協力」※ 3を一元的に担っ
ています。世界最大規模の二国間援助機関であるJICA は、約90ヵ所にの
ぼる海外拠点を窓口として、世界約150の国・地域で事業を展開しています。

*1 コロンボプラン：南アジア、東南アジア、太平洋地域諸国の開発援助のために1950 年に設立さ
れた国際機関。スリランカのコロンボに事務局がある。
*2 2015 年２月策定、開発協力大綱より。
*3 機動的な実施の確保その他外交政策の遂行上の必要に基づき、外務大臣が自ら行うものとし
て指定する無償資金協力を除く。

３．JICA事業に関する説明
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JICAの

支援スキーム

３．JICA事業に関する説明



• JICAの事業規模

8

３．JICA事業に関する説明
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• 支援の流れ

• JICAは日本政府が策定す
る援助政策にもとづき、技
術協力、有償資金協力、無
償資金協力の援助手法の
枠にとらわれない広い視野
に立ち、効果的、効率的な
支援を実施しています。

• 特に、相手国政府から正式
な支援要請を受ける前の段
階で現地に赴き、求められ
ている支援内容を調査する
協力準備調査を導入するこ
とで、案件の形成から実施
まで迅速化をしています。

３．JICA事業に関する説明
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氏名 所属・役職

1 石田　康典 経済産業省　貿易経済協力局 通商金融課 資金協力室　室長

2 織田　由紀子 JAWW（日本女性監視機構）　副代表

3 木口　由香 特定非営利活動法人　メコン・ウォッチ　事務局長／理事

4 黒木　浩則
株式会社　オリエンタルコンサルタンツグローバル
道路交通事業部道路計画部　次長

5 近藤　嘉智 財務省　国際局開発政策課　開発企画官

6 杉田　哲哉 三菱商事株式会社　地域開発部 経済協力チーム　チームリーダー

7 杉本　留三
環境省　地球環境局国際連携課国際協力・環境インフラ戦略室
室長

8 鈴木　克徳
特定非営利活動法人　持続可能な開発のための教育推進会議（ESD-J）
理事

9 田辺　有輝
特定非営利活動法人　「環境・持続社会」研究センター（JACSES）
プログラム・ディレクター

10
原嶋　洋平
（座長）

拓殖大学　国際学部　教授

11 日比　保史
一般社団法人　コンサベーション・インターナショナル・ジャパン
代表理事

12 三宅　且仁 一般社団法人　海外建設協会(OCAJI)　常務理事

13
村山　武彦
（座長代理）

東京工業大学　環境・社会理工学院　教授

14 持田　憲一 三井物産株式会社　プロジェクト本部 本部長補佐

15 八木　浩治 外務省 国際協力局 事業管理室　室長

16 山谷　清志
同志社大学　政策学部・大学院総合政策科学研究科　教授
日本評価学会　会長

国際協力機構環境社会配慮ガイドライン改定に関する諮問委員会

委員名簿

（敬称略、50音順）



 

国際協力機構環境社会配慮ガイドラインの改定に関する諮問委員会 
運営要領 

1. 目的 
2010 年に策定された国際協力機構（JICA）環境社会配慮ガイドライン及び異議申

立手続要綱の改定検討にあたり、必要な助言を行うことを目的とする。 

2. 活動内容 
以下の事項について、必要な助言を行う。 

（1） JICA 環境社会配慮ガイドライン及び異議申立手続要綱の実施状況を踏まえつ

つ、改定すべき項目の検討 
（2） JICA 環境社会配慮ガイドライン及び異議申立手続要綱の改定案に係る検討 
（3） その他理事長が諮問する事項 

3. 構成 
（1） JICA 環境社会配慮ガイドラインに関する見識を有する学識経験者、NGO、経

済団体（または企業）、政府関係者からの委員により構成する。委員会のメンバ

ーは別紙のとおりとする。各委員は、その所属組織を代表するものではない。 
（2） 委員会には座長を一名置く。座長は会議を主宰し、議事を整理する。会議進行

等は事務局が補佐する。座長がその職務を遂行できない場合は、あらかじめ座

長が指名する座長代理が、その職務を代行する。 

4. 運営 
（1） 委員会の会合は、委員会の設置期間内に月次を目途に開催するものとする。具

体的な日程は、委員会において随時決定する。 
（2） 委員会の議題は、委員会の前に事務局が提案し、委員からコメントを得て座長

が決定する。 

5. 議事録及び情報公開 
（1） 委員会は公開し、傍聴者は事前登録の上、参加を認める（委員の発言を優先す

るが、座長の判断で傍聴者の発言も認める）。 
（2） 委員会の会合は原則として公開で行うが、座長が認める場合は一部を非公開に

することができる。議事録は発言者名を明記し、逐語で作成する。本委員会の議

事録及び配付資料は、公開が不適当と座長が認めるものを除き JICA のウェブ

サイトで公開する。 

6. 事務局 
 委員会の事務・庶務は、JICA が行う。 

以 上 
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